
火成活動に関する調査技術・評価手法の検討

1. 背景・目的

2 3 熱・熱水の影響評価手法に関する検討
概要調査技術・評価手法の体系化に向けて，個別の技術開発を実施している。
火成活動については，主に以下の課題に関して決定論・経験論的な評価手法を
検討している。

2.3 熱 熱水の影響評価手法に関する検討
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わが国の高温地域は，第四紀火山と明確な関連性のないものも含み，いくつかのタイ
プに分類される可能性がある。その場合，今後の調査に備えて各タイプに応じた調査・
解析・評価手法を整備しておく必要がある。そこで，適切な概要調査およびそれ以降
の調査計画立案に資することを目的に，高温地域の地球科学的特性，高温地域の成
因，および将来を含む熱・熱水の影響に関する調査・評価手法に関する検討を行った。
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主要な成果として，近畿地方をはじめ火山フロント前弧側に点在する非火山性高温地
域について，その熱源や温泉の湧出経路等の成因を推定した。

東北地方の仮想東西断面における

火山発生
可能性の
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火山フロント海溝側
の高温地域の評価

① 火山フロント背弧側での新規火山の発生

東北地方の仮想東西断面における
高温地域タイプと概念モデル

① 火山フロント背弧側での新規火山の発生

② 既存火山の側方への移動

③ 高温地域での熱・熱水の影響

一方、日本のテクトニクスの評価について国際的な理解を得るとともに海外の最新
知見を取り入れることを目的に「国際テクトニクス会議（ITM：International Tectonics
Meeting）を毎年開催しており，その中の提言を受けて
④確率論的アプローチによる火成活動評価などの検討を実施している

２. 検討成果

2.1 新規火山の発生可能性評価手法に関する検討

2.4 確率論的アプローチによる火成活動評価手法に関する検討

過去 火山 時間的 空間的な活動場所 関する傾向 規則性 基づき 将来的

新規火山の発生可能性の確率論的な評価手法を検討する。 ここでは，適用実績
の多いカーネル関数法，過去の事象に基づき将来予測を行うベイズ推定法，火成
活動をランダム事象として扱うCoxプロセス法などの複数の確率論的手法を併用す
る総合的な評価手法についてケーススタディを通して検討する。

④確率論的アプロ チによる火成活動評価などの検討を実施している。

過去の火山の時間的・空間的な活動場所に関する傾向・規則性に基づき，将来的
に火山が発生する場を評価する手法を検討する。

確率論的解析

基盤情報整
備・火山イベント定義

・分岐論的火山分類

・地球物理学的解析

・火山発生機構検討

決定論・経験論的評価

カーネル関数法

総合的な確率論的評価ベイズ推定法

Coxプロセス法データセット
作成
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火山発生頻度：
12個/10万年

モンテカルロシミュレーション：
1万回

＋

2.2 既存火山の将来的影響評価手法に関する検討

３. 成果と今後の取組み

将来的にマグマが地下で横方向にどこまで拡がり得るかを評価する手法を検討する｡

地震波トモグラフィデータ火山位置データ

新規火山の発生可能性および既存火山の将来的影響を評価するための調査・評価手
順を整理した。今後は，ケーススタディ等を通して，評価の適用性について検討するとと
もに 評価手順を具体化し 調査 評価手法を総括的に取りまとめる

今後10万年間の火山発生確率

もに，評価手順を具体化し，調査・評価手法を総括的に取りまとめる。

機構が取り組んできた技術開発および国や研究機関が実施している研究成果等を体系
的に取りまとめ，精密調査地区選定上の考慮事項の策定および概要調査計画への反
映を図ることとする。

火成活動の評価については，決定論・経験論的な手法により十分な信頼性をもって評
価を行うことができると考えられるが，確率論的なアプローチの適用性についても今後
検討を進める検討を進める。
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